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千葉県学校薬剤師会だより

平成 27 年度学校薬剤師研修会　参加報告

千葉県学校薬剤師会
副会長　大野定行

　日本薬剤師会主催の学校薬剤師研修会が平成 27 年 9 月13 日（日）に大宮法科大学院（埼玉県）にて開

催されました。「学校薬剤師業務の原点を考える」—学校薬剤師業務の標準化を目指して—をテーマに、

（1）学校環境衛生基準の完全実施に向けた支援体制整備として①学校環境衛生基準に基づいた、学校に

おける環境衛生検査並びに学校保健安全法第 6 条の趣旨を踏まえた適切な環境の維持に努めるとともに、

学校薬剤師が行う定期検査は、必ずしも完全に実施されていない現状に対する支援を行う。②学校薬剤師

業務の基本となる学校環境衛生の維持・管理について、具体例と範囲を示し、学校薬剤師活動の支援を継

続するため、専門家等から学び、環境衛生活動に寄与する。（2）関係法規等の啓発および支援として、現

場で活動する学校薬剤師の対応や法解釈等への理解について支援を継続する。（3）学校薬剤師を巡る最近

の話題への対応等として、危険ドラッグ等への対応について、専門家等から学び、学校保健活動に寄与する。

これらのことを目的に、以下の 3 演題で講演が行われました。

（1）	 保健管理・保健教育における学校薬剤師の役割

　　東京薬科大学　薬学部　教授　北垣　邦彦先生

　　　（前文部科学省スポーツ・青少年局健康教育調査官）

　学校保健安全法に基づいた学校薬剤師活動について、環境衛生検査が十分に実施されていない現状にあ

ること、児童生徒等及び職員の健康を保護する上で維持されなければいけないことであるので、より一層の

支援体制の整備をして欲しいと述べられていました。また学校薬剤師がその専門的知見を生かし医薬品教育

や給食室検査へ関わって欲しいとも述べられました。また、幼保連携認定こども園は学校保健安全法を準

用することになっているので、地域薬剤師会と教育委員会はじめ、関係部署と連携を取りながら進めていた

だきたいと述べられていました。

（2）	 学校薬剤師に求められる学校環境衛生活動

　　公益社団法人日本薬剤師会学校薬剤師部会幹事　木全　勝彦先生

　　　（一般社団法人愛知県学校薬剤師会副会長）

　学校環境衛生活動に関係する法律に ついての説明と、環境衛生基準の基づいた、検査方法についてわ

かりやすく述べられていました。エアコン設置の学校では、検査項目が変わるので注意が必要であると も述

べられていました

（3）	 学校薬剤師が取り組む薬物乱用防止教室について

　　公益社団法人日本薬剤師会学校薬剤師部会幹事　富永　孝治先生

　　　（一般社団法人熊本県薬剤師会　常務理事）

　日本薬剤師会学校薬剤師部会作成の薬物乱用防止教室用の危険ドラッグのパワーポイントを使い、乱用

薬物の変遷から危険ドラッグ・医薬品の乱用の防止には、我々学校薬剤師による医薬品教育が重要であると

述べられ、実際にご自身が行っている薬物乱用防止教室の取り組みについて報告されました。

　本研修会は、毎年開催されます。学校薬剤師による環境衛生管理について最新の知見が得られ、今後の

業務にとても役立つ研修会であります。先生方の参加をお持ちしております。
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地域学校薬剤師研修会　開催報告

千葉県学校薬剤師会柏支部長
大塚昌孝

　9/16 小雨もぱらつく中、59 名の学校薬剤師が参加しアミュゼ柏にて東葛 5 支部の地域学校薬剤師研修会
が行われました。この研修会は 3 年前から行われ、千葉での研修会に参加できない先生方にも地元で研修の
機会を提供したいという趣旨のもと、千葉県学校薬剤師会の主催で毎年東葛 5 支部合同にて行われております。
　今年は「薬学的見地から危険ドラックを検証する」と題しまして東京都薬剤師会・衛生試験所の安田一郎先
生にご講演をしていただきました。千葉県では危険ドラッグ（合成カンナビノイド）によるものと思われる緊急搬
送が平成 21 年から5 年半の間に 100 件発生していて、全国でも12 位の発生件数となっているようです。危険
ドラッグの事件で衝撃的だったのは、平成 26 年 6月 24日に東京・池袋であった使用者が車の中で口から泡を
出している映像ではないでしょうか。この症状はカタレプシーとはっきりわかる映像として全国に流れました。安
田先生のお話によると合成カンナビノイドの人への作用として程度が小さいと陶酔・多幸感、中程度だと異常行動・
鎮痛作用・精神錯乱、大きいとカタレプシー・意識障害が起き、腎臓へかなりの負担がかかることが分かって
きたそうです。
　危険ドラッグの 3 つの不明として①成分含有量が不明②併用・毒性が不明③以前のものと同じか不明が挙げ
られ、子供たちに薬物乱用防止教室などで危険性を話していく必要があり学校薬剤師の先生方への期待感を
示されました。最後に薬物乱用防止教室を任されるにあたっての心得を教えていただきましたので、ここに提示
させていただきます。

「薬剤師は取締官ではありません。医療人です。伝えることを独自な教材を用いてはっきり話すこと。身近な事
例を選ぶこと。」
　ご講演の後、地域での情報提供及び共有のために 3 名の先生に発表していただきました。
柏支部の秋山恵美子先生からは子供達への防煙教育に関して、授業で使用するスライドを使用し子供達に説
明する上での要点を解説していただきました。次に松戸支部の阿部恵先生より、エピペンの使い方に関する研
修を担当校の教員へ行った際でのアンケート調査に関する考察が発表されました。意外にベテランの先生方の
方がエピペンの使用法や知識に関して知らない先生が多く、放置しておけない問題があることに気付かされたそ
うです。
　最後に流山支部で千葉県学校薬剤師会常任委員の藤波先生より8 月に参加されてきた環境衛生技術研修
会の報告があり、主に教室内における検査（空気・騒音・気流・相対湿度など）に関する意義や注意点に関す
るレクチャーをしていただきました。（内容に関しては県薬紙に報告予定）
学校薬剤師として防煙教育・薬物乱用防止教室・エピペン研修会・各種環境衛生検査への造詣の重要性など
を改めて感じた研修会でした。

（畑中会長より挨拶） （講演中の安田一郎先生） （熱心に聞き入る会員）




